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※推計人口を基に年間バス利用者数の推移を算出
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⚫ 役場の庁舎移転と周辺道路の整備にあわせて、

町中心部を運行しているバス路線を再編

⚫ ドアツードア型輸送（出発地から目的地までの輸送）の導入を検討

⚫ デマンドタクシーの運行時間帯や運行範囲、運行日等を見直し

⚫ 運行の効率化や利便性の向上等を目的に、住民組織やＮ

ＰＯ法人が主体となった新たな移動手段の導入を検討

⚫ 必要であれば効率性や利便性を向上させるため、ICT

（情報通信技術)等の先進技術の活用も視野に入れる

⚫ バス車両の更新にあわせて小型車両への移行を検討

➔

▲五箇地域を対象した場合の例
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➢

▲町営バスの車両

◼

◼

◼

２

▲役場新庁舎のバス乗り場

▲路線バスの車両

⚫ 利用促進の働きかけを目的に説明会や意見交換会を開催

⚫ サロン等の集まりの場を活用し、高齢者向けのバスの乗り方

教室（乗車体験会）を開催

⚫ 運転免許証返納者等に対する支援事業や、移動支援施策等に

ついて、福祉部門と連携した周知を実施

⚫ バスやタクシーの人材（運転者）確保に向けたＰＲを支援

⚫ 町のイベント等に合わせた子どもを対象にした乗車体験会の開催

⚫ バスを身近に感じてもらうための定期的な情報発信（広報誌を通じたバス運転者の紹介など）

⚫ 広報誌を活用した、定期的・継続的な情報発信

⚫ 利用促進の強化期間や特定日を設ける等、利用

促進を強化

⚫ 商業施設や地域のイベントと連携した

利用促進策を検討

⚫ 高校生を対象とした利用促進策を検討

⚫ 公共交通を含め、移動に関する情報が一体となったハンドブックを作成

⚫ 移動支援制度の活用方法等、町内の移動に関する情報提供を強化

⚫ タクシーの予約・決済における、スマートフォン（配車アプリ等）の活用

⚫ ＱＲコード決済や均一運賃区間における電子マネー決済の導入、キャッシュレス化への対応

▲ 社会福祉協議会主催のサロンに合わせて

開催した乗車体験会（平成30年11月）

⚫ 事業②のバス路線再編に合わせて、町中心部における路線バスの運賃を見直し

⚫ 路線バスによる対応だけではなく、タクシーの相乗り利用、行政や宿泊施設等が所有している車両の活用等、
様々な選択肢から改善策を検討

⚫ 夕方の時間において、バスの試験的な運行や路線バス以外の移動手段による対応を検討
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⚫ バス路線や輸送の効率化を図るため、路線バス・町営バスとスクールバスの統合を検討


